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等の開催、テレワークの活用等による人との接触を低減する取り組みを実施しています。
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測量体験イベント「ＧＰＳで地上絵を描こう！」を開催
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第2��回地਒༧஌࿈བྷձͷ開催֓ཁ

　地震予知連絡会では、地震予知研究にとって特に
検討すべき課題を「重点検討課題」として選定し、
報告とそれを基にした議論を行っています。今回は
「東北日本日本海側の地殻活動」を課題とし、東北
日本日本海側の震源断層モデルの構築とリスクコ
ミュニケーション、強震動予測、津波予測、プレー
ト間相互作用による震源断層への応力蓄積に関する
報告が行われ、2020 年 12 月以降に能登半島で活発
化している地震活動の解釈や東北日本日本海側にお
ける地殻活動の今後の研究課題についての議論が行
われました。

① 東北日本背弧域での震源断層モデルの構築と実
施したリスクコミュニケーション会議

　日本海と沿岸域で発生する地震・津波災害の予測
の基礎となる震源断層モデルの構築、日本海形成期
の造構プロセスが震源断層の形状・特性に与える影
響が大きいことについて報告されました。また、日
本海沿岸 9 道府県での防災関係機関担当者が参加し
たリスクコミュニケーション会議について紹介され
ました。

② 東北日本背弧域の震源断層モデルに基づく強震
動予測

　北海道沖、青森沖～佐渡沖、富山沖、福井沖～鳥
取沖、島根沖～五島列島沖の震源断層モデルに対す
る強震動予測の実施、日本海側堆積平野等で微動ア
レイ観測等による地下構造モデルの高度化の推進、
自治体震度波形データを収集し地震波サイト増幅特
性の評価を実施したことについて報告されました。

③ 東北日本背弧域の震源断層モデルに基づく確定
論・確率論的津波予測

　日本海で発生した 20 世紀の地震について、観測
された津波波形や遡上高分布の比較結果について報
告されました。また、確定論的（シナリオ型）津波
予測については、用いる断層の形状や仮定の違いに
よって、すべり量や津波高に違いが出ること、日本
海沿岸の中で東北地方が最も大きな津波高を示すこ
とが報告されました。

④ 日本海溝におけるプレート間相互作用による東
北日本背弧域の震源断層への応力蓄積

　日本列島域の構造を考慮した有限要素モデルによ
る東北日本の地殻変動データ解析を行い、2011 年
東北沖地震の前後について、東北日本背弧域の震源
断層にかかる応力を計算した結果、震源断層上の応
力の変化は、2011 年以前の M7 内陸地震の頻発と
2011 年以降の静穏化を概ね説明できることが報告さ
れました。

○次回の会議開催予定
　第 236 回地震予知連絡会は、8 月 29 日（月）に開
催予定です。その際の重点検討課題は「光ファイバー
センシング技術の地震・測地学への応用」です。

○会議資料の公開
　本会議の資料は、地震予知連絡会ホームページか
ら公開されています。
https://cais.gsi.go.jp/YOCHIREN/activity.html

（地理地殻活動研究センター）

第 235 回地震予知連絡会（オンライン会議併用）

　令和4年5月16日、関東地方測量部（東京都千代田区）地震予知連絡会大会議室において第235回
地震予知連絡会が開催（オンライン会議併用）され、最近の地殻活動モニタリングに関する報告のほか、
「東北日本日本海側の地殻変動」が重点検討課題として議論されました。

஍਒༧஌࿈བྷձࡧݕ

https://cais.gsi.go.jp/YOCHIREN/activity/235/image235/029.pdf
https://cais.gsi.go.jp/YOCHIREN/activity/235/image235/031.pdf
https://cais.gsi.go.jp/YOCHIREN/activity/235/image235/031.pdf
https://cais.gsi.go.jp/YOCHIREN/activity/235/image235/032.pdf
https://cais.gsi.go.jp/YOCHIREN/activity/235/image235/032.pdf
https://cais.gsi.go.jp/YOCHIREN/activity/235/image235/033.pdf
https://cais.gsi.go.jp/YOCHIREN/activity/235/image235/033.pdf
https://cais.gsi.go.jp/YOCHIREN/activity/235/image235/034.pdf
https://cais.gsi.go.jp/YOCHIREN/activity/235/image235/034.pdf
https://cais.gsi.go.jp/YOCHIREN/activity/235/image235/035.pdf
https://cais.gsi.go.jp/YOCHIREN/activity/235/image235/035.pdf
https://cais.gsi.go.jp/YOCHIREN/activity.html
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　6月5日、国土地理院「地図と測量の科学館」（つくば市）において、「測量の日」特別企画～楽し
く学ぶ地図と測量2022～を開催し、250名を超える方にご来場をいただきました。

　「測量の日」特別企画は、国土地理院が提供して
いる様々な地理空間情報を分かりやすく紹介すると
ともに、子どもから大人まで楽しみながら地図と測
量に関する体験ができる企画です。6 月 3 日の「測
量の日」にあわせて毎年 6 月の第一日曜日に開催し
ています。

　一昨年は中止、昨年は新型コロナウイルス感染拡
大防止対策として、動画等のコンテンツを集約した
オンライン公開を主として開催しましたが、今年は
事前申込制による小・中学生を対象とした測量体験
イベント「ＧＰＳで地上絵を描こう！」を実施しました。
　イベントは午前と午後の 2 回行いました。午前 6
組、午後 9 組の総勢 41 名にご参加いただきました。

　今回のイベントは、ハンディＧＰＳを使って屋外
を歩き、歩いた軌跡を空中写真上に表示させて地上
絵を描くという内容です。
　まずは、どんな絵にするかを設計図に描いてもら
います。

　設計図ができた人から屋外のグラウンドで作図を
始めます。

　設計図と同じ形になるように一歩ずつ歩いていき
ます。子供たちばかりでなく、保護者の方たちも熱
心に取り組まれ、完成度の高い地上絵が数多く作成
されました。

　ＧＰＳの受信データは、担当職員によってパソコ
ンに取り込まれ、地上絵としてプリントし参加者に
お渡ししました。

　国土地理院では、このような楽しいイベントを今
後も企画していきます。みなさまのご参加をお待ち
しています。

地図と測量の科学館のＨＰ
https://www.gsi.go.jp/MUSEUM/

（総務部）

歩くコース打ち合わせ中？

作品例　幸せを呼ぶ四つ葉のクローバー

イベント説明中

設計図に予想図を描く

ʮଌྔの೔ʯؔ࿈ࣄߦΛ࣮ࢪ
ʮଌྔの೔ʯಛผاըɹʙֶָ͘͠Ϳ஍ਤͱଌྔ����ʙ

QRコードからもアクセスできます。 
QRコードからもアクセスできます。 

https://www.gsi.go.jp/MUSEUM/
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6月3日　関東地方測量部

6月8日　近畿地方測量部

飛田院長と柴田祥彦氏（右側） 飛田院長と菱山剛秀氏（右側）

飛田院長と坂本喜久代氏（右側）

（前列左から）坂本氏、飛田院長、柴田氏、菱山氏　　
（後列左から）新川二丁目越一婦人部のみなさま（3 名）、
四日市総務部長、門脇応用地理部長、山後関東地方測量部長

大窪健之氏（左側）と四日市総務部長（右側） （前列左から）大窪氏、四日市総務部長
（後列左から）船津近畿地方測量部長、清水同次長
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窪 健
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之（立命館大学理工学部・教授、研究部・部長（自然科学系））

「測量ͷ೔」ʹ ͓͚Δޭ࿑ऀँײঢ়ଃఄࣜを開催

　国土地理院は、測量や地図に対する国民の一層の理解と関心を高めることを目的に、測量の日を
制定した平成元年度から、測量や地図に関する普及・啓発に顕著な功績のあった個人又は団体に対し、
国土地理院長から感謝状を贈呈しています。
　令和4年度の贈呈者は個人2名、2団体の方々に決定し、6月3日に関東地方測量部で、6月8日に近
畿地方測量部で贈呈式を行いました。

（贈呈理由は報道発表を参照：令和４年度測量・地図の感謝状贈呈者決定～「測量の日」関連行事を実施～） 

のうただたか きゅう

（総務部）

https://www.gsi.go.jp/kohokocho/kohokocho65036.html
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「೔ຊਫ४ݪ఺」ͷҰൠެ開

　国土地理院関東地方測量部では、測量の日記念行事の一環として、5月25日に国会前庭北地区に
ある「日本水準原点」の一般公開を実施しました。

　「日本水準原点」の一般公開は、毎年 5 月に行っ
ていましたが、この 2 年間は新型コロナウイルス
の感染拡大の影響で開催を見送っており、今回は
3 年ぶりの開催となりました。
　当日は天候に恵まれ、全体で約 540 名の方にご
来場いただきました。測量・地図愛好家のほか、
「ブラタモリ」を見て興味を持った方、授業の一
環として見学に来られた地理学専攻の大学生、修
学旅行の児童生徒、測量の経験があるベテランの
方など幅広い層の方にご来場いただきました。

　今回の公開では、普段見ることができない「日
本水準原点」を収容する建物（水準原点標庫）の
開放や設置当時の周辺写真、位置図、構造図、水
準測量などのパネルを展示しました。公開開始前
から設置準備中のパネルを見る熱心な見学者がい
たり、職員から「日本水準原点」の高さの基準と
しての役割、過去に改定された経緯やその観測方
法のほか、測量の歴史の説明に、熱心に耳を傾け
る見学者がいたりするなど、「日本水準原点」へ
の関心の高さがうかがえました。また、「日本水
準原点」の水晶目盛板や後方の台石・支柱の写真
を撮っている方も多く見受けられました。

　見学者からは、「普段は見られない建物の内部
を見学できて楽しめました。」、「台石の文字は歴
史を感じます。」などの声が寄せられました。

　今回は、「日本水準原点」の近傍に設置して観
測している「電子基準点（東京千代田）」も紹介
しました。電子基準点の内部構造、役割や重要性
を説明するとともに、衛星測位により「日本水準
原点」を継続的に監視する役割についても説明し
ました。見学者からは、「電子基準点の大切さが
わかりました。」などの声がありました。
　たくさんの方に興味を持っていただいたこと
は、非常に嬉しく思うとともに、今後も引き続き
測量・地図の重要性について理解が深まるよう取
り組んでまいります。

（関東地方測量部）

パネル展示

水晶目盛板を見学

一般公開の様子
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第28回「くらしと測量・地図展」を開催

　「測量の日東京地区実行委員会（事務局：関東地方測量部）」（以下、実行委員会）は、「測量の日」
関連行事として、6月1日から3日までの3日間、新宿駅西口広場イベントコーナーにおいて「くらし
と測量・地図展」（共催：東京都、後援：新宿区）を開催し、約5,700人の方にご来場いただきました。
　新型コロナウイルス感染拡大防止のために十分な対策をとって開催しました。

　「くらしと測量・地図展」は毎年 6 月上旬に行っ
ていましたが、この 2 年間は新型コロナウイルス
の感染拡大の影響で開催を見送っており、今回は
3 年ぶりの開催となりました。今年は、伊能図完
成から 200 年を経過したことから「地図と写真で
見る江戸・東京 200 年」をテーマに、実行委員会
の各団体が展示を行いました。

　関東地方測量部からは、江戸から令和までの地
図と昭和から令和までの空中写真による東京駅周
辺、新宿駅周辺の変遷や自然災害伝承碑の取り組
みなどを展示しました。
　伊能忠敬特設コーナーでは、伊能図（江戸實測
図）の床展示と伊能大図・中図、伊能忠敬に関す
ることや、映画「大河への道」に関連する展示を
行いました。
　動画上映コーナーでは、「赤色立体図と干渉色
で見る江戸・東京」、「伊能忠敬測量隊はどのよう
に高尾山薬王院を測量したか」、「大河への道」紹
介ビデオなどを上映しました。
　通りがかりのサラリーマンや家族連れ、放課後
の小中高校生や地理学専攻の大学生のたくさんの
方にご来場いただきました。来場者の中には連日
通われる熱心な方もいました。多くの方に測量・
地図に親しんでいただきました。 

　また、5 月に実施した日本水準原点一般公開に
参加し、今回の「くらしと測量・地図展」を知り
来場された方もおりました。
　来場者からは「『大河への道』を観てからきま
した。映画に関する内容が深まりました。」、「東
京都内も大きく変わり便利になったが、低地など
の危険性がわかりました。」などの声が寄せられ
ました。
　関東地方測量部では今後とも「測量の日」関連
行事として、測量・地図等の普及啓発のために本
取り組みを継続してまいります。

（関東地方測量部）

動画上映コーナー

伊能図（江戸實測図）の床展示

パネル展示
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　報道の内容は、国土地理院ホームページ>2022年 報道発表資料
（https://www.gsi.go.jp/WNEW/PRESS-RELEASE/press-2022.html）をご覧ください。

12 日 令和 4 年 4 月の地殻変動 測地観測センター
地理地殻活動研究センター

25 日 令和４年度測量・地図の感謝状贈呈者決定　
～「測量の日」関連行事を実施～ 総務部

ɹʮࣗવ֐ࡂ఻ঝൾ ����ʯ΢Σϒ஍ਤʮ஍ཧӃ஍ਤʯެ։਺ɹɹ令和4年6月23日現在

　詳細については、自然災害伝承碑のページ（https://www.gsi.go.jp/bousaichiri/denshouhi）をご覧ください。
ʦ۠ࢢொଜの୲౰ऀのօ༷΁ʧ自然災害伝承碑に関する当院への情報提供にご協力をお願いいたします。

　行事については、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、
中止又は延期となる場合があります。

47　　都道府県 415　　市区町村 1402　　基

7/20～ 9/25 企画展「地図記号わくわく大図鑑 2022」

国土地理院広報は、
国土地理院ホームページ＞広報誌＞国土地理院広報

（https://www.gsi.go.jp/WNEW/koohou/）に掲載しています。
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令和４年春の叙勲・褒章

　4月29日、令和4年春の叙勲・褒章受章者が発表されました。
　国土交通省関係の叙勲受章者は296名、うち当院関係者では、3名の方が受章されました。褒章受
章者は57名・4団体、うち当院関係者では、1名の方が受章されました。

https://www.gsi.go.jp/bousaichiri/denshouhi
https://www.gsi.go.jp/WNEW/PRESS-RELEASE/press-2022.html
https://www.gsi.go.jp/WNEW/koohou/
https://www.gsi.go.jp/



